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研究成果の概要（和文）：  

本研究の主な成果は以下の２点である。 

（１）明治期における英・米の日本美術コレクション及びその分類、画史・画論書の所蔵状況、

研究者やコレクターの書籍類を確認した。その結果、英国では、主に taxonomy（分類学）に

基づき日本美術が収集され、これらを基に体系化した日本美術史形成が行われていたことを確

認した。一方、米国では各々のコレクターが意識的に作品を選び、収集していたことを確認し

た。 

（２）（１）の研究成果をもとに、やまと絵を視座においた国際研究会、シンポジウムを開催す

ることで、明治期に形成された日本美術史は、日・英・米の日本美術史観が相互に影響を与え

ながら形成されたことを確認した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The main achievements of this study are as follows: 

（１） With regard to Japanese art works collected in the UK and USA during the Meiji period, we 

checked the collected works and the way they were classified. Further, we checked the collections of 

books on the history of painting in Japan (gashi) and writings on painting theory (garon), as well as 

collections owned by researchers and collectors. As the result, we learned that, in the UK, Japanese art 

works were mainly collected according to taxonomy and an attempt to systematically form the Japanese 

art history was made based on it. On the other hand, we learned that, in the USA, each collector selected 

Japanese art works according to his/her conscious decision. 

（２）Based on the research findings described above in "（１）", we held international workshops and 

symposiums centered on Yamato-e and observed there that the study of Japanese art history established 

in Meiji period developed through mutual influences on the views on Japanese art history in Japan, the 

UK, and USA. 
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１．研究開始当初の背景 
 欧米には膨大な数のやまと絵が存在して
いる。しかしながら、そのほとんどは研究対
象とされていない。技法や画題はもとより、
粉本に基づきながら世襲的に継承されると
いう作画体制まで含め、やまと絵は日本的な
絵画の有り様を象徴している。海外における
日本美術史研究が年々進む中、やまと絵の研
究が進まないのは、不自然に感じられた。こ
れは、欧米での「日本の美術」と日本人のそ
れとが必ずしも一致していないのが原因で
あるのではないかと考えた。 
 本研究は、日・英・米に焦点を絞り、「日
本美術史観」の差異を確認し、各国で進めら
れてきた研究について、国際的な議論を行う
ことで、より、包括的な「日本美術史観」を
再定義したいと考えた。 
 
２．研究の目的 
（１）研究目的１：明治期に来日した英・米
研究者における「日本美術史観」について、
YAMATO-E を視座におきながら解明する。 
 やまと絵を視座においたのは、技法や画題、
作画体制まで含め、日本的な絵画の有り様を
象徴しているからである。やまと絵の位置づ
けを日・英・米で確認することにより、「日
本美術史観」の相違が明確になると思われる。
本研究では、英語圏からみた場合の概念を検
討するため、YAMATO-E という表記を用い
た。 
（２）研究目的２：明治期に来日した英・米
の研究者における「日本美術史観」が形成さ
れたバックグラウンドについて解明する。 
 研究者やコレクターの「日本美術史観」は、
かれらのバックグラウンド－歴史的・文化的
背景・コレクション・日本美術に関する情
報・研究者の所属階級・組織等－に強く影響
されている。海外の研究にも大いに耳を傾け、
因果関係を明確にする。 
（３）研究目的３：明治期の日・英・米にお
ける「日本美術史観」の相違と相互の影響関
係を解明する。 
 フェノロサやサトウ等を例に挙げるまで

もなく、明治期の日本美術史は、日・英・米
の「日本美術史観」が相互に影響を与えなが
ら形成されてきた。これまで不明であった相
互の影響関係を明らかにする。 
（４）研究目的４：国や専門を超えたインタ
ーナショナル・ミーティング 
 これまでの日本美術史研究は、国ごとに進
められてきた。しかし、このままでは各々が
偏った見解しか得られず、研究自体が縮小化
しかねない。本研究は、日本美術史がインタ
ーナショナルな学問として、今後も発展でき
るよう、「橋渡し」としての役割を担いたい。 
 
３．研究の方法 
（１）YAMATO-E を中心とした日本美術コレク
ションの分類と位置づけの確認 
【イギリスの場合】 
大英博物館、アシュモリアン美術館、ヴィ

クトリア＆アルバート美術館が所蔵する明
治期にわたった日本美術、特に YAMATO-E の
作品調査。 
 コレクションの中での分類、位置づけにつ
いての各館学芸員へのインタビュー。 
【アメリカの場合】 
ボストン美術館、フリア美術館、エール大

学附属美術館が所蔵する YAMATO-E の作品調
査。 
コレクションの中での分類、位置づけにつ

いての研究者、各館学芸員へのインタビュー 
（２）19 世紀英・米における文化的背景が日
本の美術史観に与えた影響について 
【イギリスの場合】 
 サトウやアンダーソン、アストン等、先駆
的英国人日本学者のネットワークについて
の調査 
【アメリカの場合】 
フェノロサやモース等の交友関係、フリア

を含めたコレクション方針や分類方法、作品
の位置づけ等の調査 
（３）英・米における日本美術に関する情報
の確認 
【イギリスの場合】 
 ケンブリッジ大学附属図書館やナショナ



ルアーカイブが所蔵する日本美術の画論書
類の調査・分類 
【アメリカの場合】 
 ボストン美術館附属図書館及びフリア美
術館附属図書館が所蔵する日本美術の画論
書類の調査・分類 
（４）英・米・日の研究者による情報交換 
【2009 年度】 
 国際ワークショップ「19世紀英・米におけ
る日本美術受容者たちの価値観－なぜ、やま
と絵は浮世絵ほど評価されなかったのか－」
（2009年９月23日 於 ロンドン芸術大学）
開催。キーノートスピーチとして渡邊俊夫
（ロンドン芸術大学）を、ディスカッサンツ
としてジョン・かーメンター（ロンドン大学）、
ロジーナ・バックランド（大英博物館）を招
聘。 
【2010 年度】 
 国際シンポジウム「近世やまと絵再考」
（2011 年 12 月 28 日 於 国際文化会館）開
催。パネリストとして、メリッサ・マコーミ
ック（ハーバード大学）、彬子女王（立命館
大学）、高岸輝（東京工業大学）、瀬谷愛（東
京国立博物館）、山口晃（アーティスト）を
招聘。 
 
４．研究成果 
（１）明治期に来日した英・米研究者におけ
る YAMATO-E を視座においた「日本美術史
観」の解明（研究目的１） 
 イギリスにおける本格的な日本美術コレ
クションの形成は 19 世紀末～20 世紀初頭に
始まる。本研究は大英博物館所蔵のアンダー
ソンコレクションを中心に検討を加えた。研
究当初、YAMATO-E は、YAMATO＝「日本
を象徴する」絵画という意味で収集されたと
推測したが、そうではないことを確認した。
本コレクションは、当時、流行していた分類
学が反映され、作品は網羅的に収集され、
YAMATO-E もその中に含まれていたという
ことが判明した。 

アメリカの場合も、日本美術コレクション
の形成は同じくこの時期に始まる。ボストン
美術館の場合、同時は、フェノロサやモース
らによって日本美術の作品が収集されてい
る。これらの中に YAMATO-E も数多く含ま
れているが、「やまと絵」という分類は存在
せず、土佐派・住吉派などの流派によって分
けられていた。分類学の影響も認められるが
イギリスのように徹底したものではなく、収
集作品の傾向から、コレクター個人の意向に
よって選択的に収集されていたことが判明
した。 
（２）明治期に来日した英・米の日本美術研
究者のバックグラウンドについての解明（研
究目的２） 
 本研究では、主に 19 世紀末～２０世紀初

頭のイギリスにおける日本美術研究者の交
友関係について考察を加えた。特に、注目し
たのは、ウィリアム・ジョージ・アストンの
記した『アストン和書目録』と、その注記に
登場するアーネスト・サトウ及び、ウィリア
ム・アンダーソンとの関係である。アストン、
サトウは外交官で日本学研究者である。アン
ダーソンは外科医で日本美術のコレクター
でもある。同目録はアストンの蔵書目録であ
るが、一部はサトウから貸与したものであっ
た。また、その注記に「BM（大英博物館）
のアンダーソン絵画目録を見よ」との指示が
散見でき、日本美術に関する彼の学識をアス
トンが高く評価していたことが判明した。本
研究では、イギリスにおけるこのような人的
交流が基盤となり、日本美術史や美術観が形
成されたことを確認した。 
 また、英・米ともに、明治期より大量の画
論書が流入され、参考文献として活用されて
きたことを、ケンブリッジ大学附属図書館、
ボストン美術館附属図書館、フリア美術館附
属図書館等で確認した。 
（３）明治期の日・英・米における「日本美
術史観」の相違と相互の影響関係を解明（研
究目的３） 

本研究では岡倉天心が東京美術学校で行
った講義「日本美術史」（明治 23 年～25 年）
の講義記録に注目した。近世やまと絵に関し
ては、徳川時代の項目の約１％しかコメント
が見出せず、その評価も決して高いものでは
なかった。土佐光信でさえも平治物語や伴大
納言等の絵巻からの「剽窃」と述べているが、
この概念は欧米から輸入されたものであり、
天心の発言はこれに則ったものと考えられ
る。また、天心は住吉派で編纂された画論書
『倭錦』について、流派設立の経緯に歴史的
裏付けがないと批判している。ここでは、画
史画伝といった伝承から、美術を歴史として
とらえようとする天心の強い意志を汲み取
ることができる。これは、欧米の研究方法を
学んだからこその発言である。さらに、同講
義では「粉本主義」を「島国根性」あるいは
「鎖国主義」などの言葉で批判し、「世襲制」
については「決して外国にはあらざるべし」
と述べており、欧米の美術観の強い影響を見
出すことができた。 
英・米における日本からの影響としては、

各々の国にもたらされた画史・画伝書からの
影響が大きかった。また、大英博物館など、
コレクションの早い時期から日本の鑑定士
を呼び寄せており、かれらのコメント
（“Descriptive and Historical Catalogue of 
a Collection of Japanese and Chinese 
Paintings in the British Museum”の手書き
の注記などに見出せる）も、日本美術を理解
するための情報源として、強い影響力をもっ
ていたことが判明した。 



（４）国や専門を超えたワークショップ及び
シンポジウムの開催（研究目的４） 
①「19 世紀英・米における日本美術受容者た
ちの価値観－なぜ、やまと絵は浮世絵ほど評
価されなかったのか－」（2009 年９月 23 日 
於 ロンドン芸術大学）を開催した。 
このワークショップは、研究分担者である

加藤哲弘が司会を担当し、研究代表者である
下原が「やまと絵再考－江戸時代初期におけ
る住吉派を中心に」というタイトルで、続い
てコアメンバーの渡辺俊夫（ロンドン芸術大
学）が「琳派とジャポニスム」というタイト
ルでキーノートスピーチを行った。第１部で
は、研究分担者である山崎剛（金沢美術工芸
大学）、ディスカッサンツであるジョン・カ
ーペンター（ロンドン大学）、ロジーナ・バ
ックランド（大英博物館）がキーノートスピ
ーチに関する質問を行い、第２部では全員で
「やまと絵・琳派・浮世絵の間にどのような
美術的価値観・受容の差があるのか」につい
ての討議を行った。イギリスにおける日本美
術の受容については、当時の出版物（1914 年
に刊行されたクライブ・ベル著『アート』等）
に見られる、美術に対する考え方が大きく影
響していたのではないか、また、19 世紀末か
ら２０世紀初頭のイギリスにおいて、浮世絵
を家に飾るというのは、生活様式としてのア
ーバニズムに適っていたのではないか等の
興味深い指摘もあり、イギリスにおける日本
美術受容の在り方についての情報交換がで
きた。 
②国際シンポジウム「近世やまと絵再考」
（2011 年 12 月 28 日 於 国際文化会館）を
開催した。 
 このシンポジウムは「第 I 部 在外やまと
絵－コレクションと日本美術観」、「第 II 部 
近世やまと絵の社会的コンテクスト」、「第 III
部 近世やまと絵の現代性－やまと絵再評
価」の 3 部から構成され、加藤〈研究分担者〉
が司会を行った。 

第 I 部ではパネリストである下原〈研究代
表者〉が「明治期における日本美術観－岡倉
天心のやまと絵評価を中心に－」について、
彬子女王（立命館大学）が「イギリスにおけ
る日本美術コレクションと日本美術観」につ
いて、メリッサ・マコーミック（ハーバード
大学）が「アメリカにおける日本美術コレク
ションと日本美術観」について話し、その後、
明治期における日本美術観、英米における日
本美術コレクションと日本美術観について
ディスカッションを行い、会場からの質問に
答えた。 

第 II 部は、パネリストである下原が「近世
初期における古典文化復興と住吉派興隆に
ついて」、高岸輝（東京工業大学）が「やま
と絵における古典の復興と再生」について、
瀬谷愛（東京国立博物館）が「住吉慶恩から

住吉派へ」について話し、その後、やまと絵
における古典の復興と再生、近世における住
吉派興隆の意味についてディスカッション
を行い、会場からの質問に答えた。 

第 III 部は、下原が「近代美学における絵
画観と近世やまと絵」と題し、住吉派の絵画
－具慶筆「箱﨑八幡宮縁起」－を紹介し、ア
イティストの山口晃氏が具慶作品について
コメントした。その後、会場からの質問に答
えた。 
本シンポジウムによって、これまで等閑視

され、評価も決して高くなかった「近世やま
と絵」を再評価する土台を築くことができた。 
（５）その他 
これまで、日本の研究者が未確認であった

近世やまと絵の作品群を、ボストン美術館や
フリア美術館等で調査することができた。 
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